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【１】活動について 

主催：日本学生観光連盟 

   (顧問：桜美林大学 鈴木勝教授、横浜商科大学 宍戸学教授) 

後援：茨城県商工労働部観光物産課フィルムコミッション推進室 

実施日：平成 25年 7月 6日（土）、7日（日） 

フィールドワーク担当者：桜美林大学 寺内美里、文教大学 宮本由、 

立教大学 内倉綾香、立教大学 高畠秀宣 

参加大学：立教大学、横浜商科大学、桜美林大学、帝京大学、文教大学、日本大学、帝京

大学、帝京平成大学、高崎経済大学、東海大学、明海大学、跡見学園女子大学、計 12大学 

参加者：計 33名 

企画目的：今注目のニューツーリズムの一つである「スクリーンツーリズム」について、

座学だけではなく、実際のロケ地を巡ることにより肌で感じることでしか得ら

れない知識を学ぶものです。このフィールドワークを通して新たな観光の捉え

方を学び、「スクリーンツーリズム」の発展に貢献し得る人材となることを目指

します。また、「『スクリーンツーリズム』で地域観光に貢献する」ということ

をテーマとして実際に茨城県を例に考え、1つの地域と真剣に向き合いながらそ

の地域の観光に「スクリーンツーリズム」で新しい風を吹き込むための方法を

導き出します。  

 

企画背景：様々な観光がある中で、未開拓なものを学観連の学生の力で開拓していきたい

と考えました。そこで、今注目のニューツーリズムの 1 つであり、映画やドラ

マといった学生にも親しみやすいジャンルとの関係が深い「スクリーンツーリ

ズム」に着目しました。また、「スクリーンツーリズム」が地域活性化の起爆剤

になり得る可能性を持っていることから、この「スクリーンツーリズム」で地

域観光に貢献したいと考えました。開催地となる茨城県では、さまざまな映画

やドラマが撮影されています。しかし、このことについて世間一般にはあまり

知られていないのが現状です。そこで、「ロケ地の宝庫茨城」を「スクリーンツ

ーリズム」で盛り上げていきたいと思い、茨城県を開催地としました。  

 

企画概要：茨城県内のロケ地を実際に巡ることで、座学では学べない新しい観光の可能性

を見出します。また、ロケ地を巡ることが地域活性化にも結び付くことや、ロ

ケ地となった場所の町並み保存や撮影隊の誘致の重要性を理解します。まず、1

日目はフィールドワークの前に講演会を事前に開いて、「スクリーンツーリズム」

について学びます。そしてフィールドワークでは、事前学習で学んだ知識をも

とに実際に県内の主要ロケ地である「ワープステーション江戸」ならびに周辺



  
 4 

 

  

のロケ地を訪問し、「スクリーンツーリズム」を体験します。  

2日目はフィールドワークで感じたこと・気付いたことをもとに、いくつかのテ

ーマに沿って学生同士で意見交換会を行います。 

【２】活動報告 

1日目 11：30～12:30 

◆事前学習（講演会） 

講師：フィルムコミッション推進室室長 後藤 久様 

テーマ：「地域振興とスクリーンツーリズム」 

① 茨城県でロケが盛んな理由 

茨城県には、日本における様々なシーンが撮影できる場所があることが、ロケ地として多

く選ばれる理由の一つである。具体的に言えば施設では茨城空港、ワープステーション江

戸、つくば国際会議場があり、自然や風景では霞ヶ浦、偕楽園、茨城港などがある。また、

TV産業は東京に集中しているため、首都圏からも比較的近く、移動が楽に出来るため宿泊

代もかからないという点でも茨城県は映画撮影の候補地となるようである。 

② 茨城フィルムコミッション 

そこで、映画撮影地としての茨城県のスクリーンツーリズムを活性化させ、映像製作側と

地域住民との円滑な連携のために 2002 年 10 月に「茨城フィルムコミッション」が設立さ

れた。このような背景からも分かるように、映画撮影、またその誘致には地元住民の方の

協力が必要不可欠である。地元住民の方に外部から来る人間では分からないような景色の

素晴らしい場所をロケの適地として教えてもらったり、エキストラに参加してもらったり

することもできる。実際に茨城県つくばみらい市では 1,200 名の地元の方がエキストラと

して映画撮影に協力しているようで、「エキストラの会」といった組織もあるそうだ。エキ

ストラとして地元の方に協力してもらえることは映像製作側と地元の方の側、双方にメリ

ットがある。映像製作側は、エキストラの方の交通費、宿泊費といった費用を抑えること

が出来るし、地元の方にとっても地元のイメージアップや知名度上昇、地元で撮影される

映画に出ることが出来、映画を自分から参加してつくっていこうといった「我が町意識」

の向上につながるのである。そこで活躍するのがフィルムコミッションである。活動の一

環としてロケ隊に食事、宿泊施設、機材等を提供し直接的経済効果を生む手助けをしてい

る。 

【映像製作】                     【ロケ地】 

 

映像製作側        映像資源    知名度上昇  地元住民の我が町意識醸成 

                            地元の魅力再発見 

地元住民による地域活性化 

フィルムコミッションによる撮影誘致    人材提供    
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                観光客の来訪による地域活性化 

 

 ※後藤様による講演の様子 

◎13:00～14:00 ワープステーション江戸施設見学 

ガイド：ワープステーション江戸ゼネラルプロデューサー 天野信夫様 

撮影実績：TBSドラマ「JIN-仁-」、「座頭市」、「タイムスクープハンター」、大河ドラマ「龍

馬伝」、「篤姫」等 
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※ワープステーション内ロケ施設 

天野様には施設内のガイドだけでなく、ワープステーション江戸の現況や、映画と地域の

関わりについてお話していただきました。 

  

※天野様によるガイド、施設内の説明の様子 

◎14:40～16:30 JAXA筑波宇宙センター見学 

撮影実績：映画「宇宙兄弟」 
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※JAXA筑波宇宙センター外観、施設内ツアーの様子 

JAXA 筑波宇宙センターでは映画と地域の観光施設との関わり合いについて参加者皆で実

感しながら見学しました。 
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◎16:50～18:00 つくば駅周辺ロケ地巡り 

・つくば国際会議場 

撮影実績：「ラッキーセブン SP」、「リッチマン・プアウーマン」、「コード・ブルー２」等 

 

※つくば国際会議場にて茨城フィルムコミッション職員の方による説明 

つくば国際会議場ではいばらきフィルムコミッションの島田様に映画で使われた施設を眼

前に説明していただきました。 

・つくば駅周辺 

撮影実績：「特急田中 3号」、「仮面ライダー」シリーズ、等 
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※つくば駅周辺のロケ地 

 

2日目 13:00～16:30  

◆意見交換会・発表 

1日目で得られたこと、考えたことを参加者同士で意見交換をし、スクリーンツーリズムに

よる地域活性化、課題解決のために何ができるかなどを話し合いました。その際、いばら

きフィルムコミッション様からご提示頂いた、スクリーンツーリズムのあり方について①

映像製作関係②行政関係③観光事業関係の 3点から考えるという課題にも取り組みました。 

テーマ：スクリーンツーリズムのあり方について、スクリーンツーリズムの課題解決のた

めに 

 

〈1班〉 

テーマ：地域住民を巻き込んだスクリーンツーリズムのあり方 

1班では、フィールドワークで地域の方とフィルムコミッションとの関わりが見えてこなか

ったので、その点に注目し、関係性の改善のためのアイデアを模索した。 

〈映像製作会社と地域住民の関係〉 

・地域住民にとっての感謝イベントを開催すべきである。 

・行政の呼び込みが弱い。 

→その地域での割引（ロケ地となった場所で割引することの利益を伝える） 

・個人エキストラを県外から受け入れていない。 

 →映画の前後にその地の CMを入れる。 

・クランクアップを観光客に一緒に体験してもらう。 
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〈行政とロケ地の関係〉 

・ロケの撮影誘致のために交通費の補助を支給すべきである。 

・茨城県では撮影が盛んであるのに北関東 3県である群馬、栃木では撮影実績が少ない。 

 →北関東 3県との連携を強めるべき。 

〈行政と地域の方の関係〉 

・ロケ地の紹介 

・ロケ地となった場所の情報の提供 

 

〈結論〉 

地域住民を巻き込んだスクリーンツーリズムには行政や映画製作と住民との関係性の向上

が必要不可欠であり、地域住民と製作側との連携が強まれば我が町意識の向上にも繋がり、

さらに観光客誘致にもなり、最終的にはスクリーンツーリズムの活性化にもなり得る。 

               

 

〈2班〉 

テーマ：地元の魅力―ファンにつなげる！― 

 2班はスクリーンツーリズムの課題の一つである「一過性」に注目し、継続的に観光客を

呼ぶための方法を模索した。そこで先方から頂いた、映像製作関係、行政関係、観光事業

関係の 3者から問題点を挙げ、解決策を考えた。 

【問題点】 

〈映像製作〉SNS を利用した特設サイトで撮影、放映期間中でその映画に関する情報を投

げっぱなしにしている。 

〈行政、映像製作〉行政と映像製作者の連携が取れておらず情報発信が滞っている。 

〈行政関係〉住民が撮影場所を知らない。 

〈観光事業〉ロケ地巡りのツアープランが数も少なく、マイナーである。連携が取れてい

ない、ターゲットを絞れていない。 

【解決策】 

・ターゲットを明確にする。 

・地元の人にもその映画のファンになってもらい、観光客との交流を大切にする。 

 

【具体的なアイデア】 

・どの年代層にも愛される映画づくりをする。 

・お祭りなど、地元の文化的イベントをテーマにした映画をつくり、その町の HP 等で情

報発信を行うことで継続的に観光客が訪れることにする。 

・対象の映画のコアなファンにも、そうでないファンにとっても楽しめるスタンプラリー

の実施。 



  
 11 

 

  

・キャストや俳優等が宿泊したことを付加価値として売り出す。 

・県外から観光客を呼ぶために旅行会社と協力し、ロケ地巡りツアーを盛んにする。 

・移動手段と宿泊場所、ロケ地の詳細マップを提供し、自由行動を取ってもらうスケルト

ンツアーを販売する。 

また、地域の方との交流の機会を増やすために、 

〈映像製作〉対象地域の地域資源を有効活用する。 

〈行政〉地元住民との交流の機会を設ける。 

〈観光事業〉県外からの観光客誘致のためのツアーを作り、滞在時間の長期化を目指す。 

といった方策が必要である。 

【質疑応答】 

Q,スケルトンツアーは何故スケルトンにする必要があるか？ 

A,コアなファンは自分達でロケ地に行ってしまうので、そのファンの人に、より旅行しや

すくなってもらうためにもスケルトンツアーは有効だから。 

  

〈3班〉 

テーマ：持続可能なスクリーンツーリズムへ 

1,なぜ人々はロケ地に行くのか？ 

・単純にその映画を見たから。 

・映画を見て、感動したから。 

・俳優、女優が好きだから同じ空気を吸いたい、同じポーズを取って写真を撮りたい。 

・映画で見たその風景、シーンが好きだから。 

→映画によりその地域を知ったことを機会に来訪するという結論に。 

2,これをきっかけに映像政策、行政、観光事業の 3点から持続可能なスクリーンツーリズム

の地になるための土台について考えた。 

〈行政〉地元の人にも知れ渡っていなかったら観光客が知る事はまずないのでロケ地の情

報提供、アピールをもっと活性化すべき。 

地域住民や対象の市区町村を始めとする地域の方が、地域活性化のためにも情報を提供す

ることが必須。内側から動き出すことにより観光関係者にも注目してもらえる。 

具体的には地域の回覧板や学校でのプリントの配布、地方新聞、ローカル TV を活用する。 

〈映像製作〉茨城県の素晴らしい景色や茨城県出身の俳優や女優を有効活用した映画を製

作する。 

〈観光事業〉俳優、女優が来訪した足跡を残したり、記念館や展示会などの定期的なイベ

ントを開催したりすることが大切。また、ただ見学するだけでなく体験型のツアーにする

ことも必要。  

〈結論〉映画のロケ地になるということは、その地域に魅力的な資源がたくさん存在する

ということである。そして、地元住民に映画のロケ地となったことを知らせることで住民
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は地元に誇りを持ち、住民意識の向上になる。このことが土台となり、この土台に観光関

係者や行政が協力すれば持続的なスクリーンツーリズムへと繋がる。 

3,質疑応答 

Q,対象地の出身の俳優や女優はその都道府県の PR をすれば良いのか？ 

A,一つのアイデアとして、有名な俳優、女優が自分の出身地に帰ってくればそれだけでも

地域活性化や PRになる可能性がある。その有名人が地元に帰ってくるだけでも住民意識の

向上に繋がる。 

  

〈4班〉 

テーマ：茨城県のスクリーンツーリズムのあり方 

【フィールドワークの感想】 

〈良い点〉 

・ロケ地が多い 

・エキストラ制度がとても良い 

・一日しっかりと（スクリーンツーリズムとしての）観光ができた 

・パンフレットの情報が充実していた 

・スクリーンツーリズムにより観光資源がさらに増える 

・JAXAは子供受けが良い 

・ロケ弁を食べられることが嬉しい 

・都心から近い 

〈その他の意見〉 

・案内人がいないとここが何のロケ地だと言う情報が少し分かりにくい、（団体向けでないと 

案内人をつけるのは難しいのでは？） 

・みらい平からの 2次交通があるとさらに良い 

・ロケ地によって客層が別れてしまう 

・フィルムコミッションの認知度がさらに高まると良い 

・外国人訪日客のための制度があるとさらに良い 

・色々な場所に散らばったロケ地にまとまりが出るとさらに良い 

・現地（地元住民）の人々が今何を一番課題としているのかを知りたい 

 

ア（映像製作関係）・・・ 

・映画の中に地域色を出すと地域のために良い 

・得点映像に撮影地の紹介を付ける 

・地元とつながりを強くする工夫をするとさらに良い 

FCで利益をえるために・・・ 

イ（行政関係）・・・ 
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・スクリーングルメを売り出す 

・海外へ映画を売り出すもしくは海外からメディアを誘致する 

そのために・・・ 

ウ（観光事業関係）・・・ 

・ロケ地巡りツアーを増やす 

・宿泊施設等受け入れ態勢をさらに強化する 

・ホテル等で「◯◯さんが食べた！」などとロケ地であることをわかりやすくアピールする 

まとめ 

ファンクラブへの呼びかけ、SNSの活用、行政はメディアへの呼びかけをさらに強化（B to 

Bへ徹する）を行い外への発信に力を入れる。コスプレで主役になりきるツアーや、スクリ

ーングルメを食し、ロケ地グッズを買って楽しめる、体験するツーリズムへの移行。これ

によりフィルムコミッションへ、そして地元への映画の認知度アップによるメディア関係

者への win-win の関係を築くことができる。受け入れ体制を整えるための交通手段、宿泊

部門のさらなる強化をすることも大切だ。 

  

〈5班〉 

テーマ：持続可能なスクリーンツーリズムを実現するために 

＜フィールドワークの感想＞ 

・映画を見るのではなく、参加したい。（エキストラ等） 

・JAXA はロケ地であることをアピールしていて、行ってよかった。 

・つくばみらい国際会議場、その周辺はまさに「未来」としてのイメージをうけた 

〈持続可能なスクリーンツーリズムを実現するために〉 

このテーマのために・・・ 

ポイント A:地域への波及効果をどうするか 

ポイント B:有名な映画のロケ地でなくてもお客様に来てもらえる方法 

A 

 

 

・映画館にロケ地に関する情報、ストーリーを載せた紙を置くまたは配る 

（メディア、行政で協力） 

・ 映画をとっている様子を公開する（メディア） 

・ 映像内のイベントを実現する（観光会社、行政で協力） 

・ キャラクター、ドラマの世界を再現した町並、宿泊施設を準備（観光会社、行

政で協力） 
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B 

 

   

・ ロケのないオフシーズンを利用し、映像作成を夢見る人たちへの場所や機会の提供を

行う（行政） 

・ ロケ隊にとって宿泊や交通を最高の状態にする（行政） 

・ 旅行者が回遊できるクーポンを作成→マイナーなロケ地で周辺観光地の割引券やス

タンプラリーでノベルティをつける（観光会社、行政で協力） 
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【３】総括 

参加者の皆さんにとってスクリーンツーリズム、映画のロケ地を見るためにその撮影地

を見に行くという観光の形態は新鮮なもので、あまり経験したことがなかったかもしれま

せん。今回はロケ地の宝庫、茨城県で実施し、映画と地域の観光との関わりを強く感じら

れました。今回の経験を活かして、観光を学ぶ学生同士で視野を広げ合い、切磋琢磨でき

る環境を私たち日本学生観光連盟は作っていきたいと考えております。参加者の皆さん、2

日間本当にお疲れ様でした。 

 

【終わりに】 

今回の茨城フィールドワークにご協力頂いた、茨城県商工労働部観光物産課 フィルム

コミッション推進室の後藤久様や島田様、ワープステーション江戸の天野信夫様をはじめ

ご協力頂いた多くの方々にはこの場を借りて厚く御礼申し上げます。また、今回ご参加頂

いた学生の皆さん、陰ながら応援してくださった顧問の先生方にも深く感謝致します。 

今回のフィールドワークが無事成功しましたのも皆様のお陰です。 

私たち日本学生観光連盟は、今後も会員の方に向けた観光に関する様々な活動を企画し

ておりますので、何卒宜しくお願い致します。 
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Ｈ２５年度 茨城フィールドワーク アンケート集計結果 

集計：内倉綾香 

 

＜アンケート回答者数 ２６人（男１６人／女１０人）＞ 

学年 

1年 2年 3年 4年 その他 

男 3 

女 4 

男 7 

女 3 

男 4 

女 3 

男 1 

女 0 

男 1 

女 0 

 

 

 

参加大学 

・立教（8人） 

・桜美林（3人） 

・帝京（3人） 

・東海（3人） 

・横浜商科（3人） 

・帝京平成（2人） 

・跡見学園女子（1人） 

・高崎経済（1人） 

・文教大学（1人） 

・明海（1人） 

 

＜フィールドワークについて＞ 

今回フィールドワークに参加しようと思った理由は何ですか？ 

・スクリーンツーリズムやニューツーリズムを学びたかったから（10人） 

・地域活性化に興味があったから（8人） 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

１年 ２年 ３年 ４年 その他 

男 

女 
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・楽しみながら観光の勉強がしたかったから（5人） 

・大学の勉強だけでは物足りなかったから（3人） 

・企業の方の話が聞きたかったから（1人） 

 

今回のフィールドワーク 1日目の満足度をお聞かせください。 

十分 

満足した 

満足した 普通 あまり満足 

していない 

満足して 

いない 

5 19 2 0 0 

 

今回のフィールドワークにおける意見交換会（2日目）の満足度をお聞かせください。 

十分 

満足した 

満足した 普通 あまり満足 

していない 

満足 

していない 

7 12 6 1 0 

理由：時間がもう少し欲しかった（2人） 

 

＜スクリーンツーリズムについて＞ 

今まで観光で実際に映画のロケ地を訪れたことはありますか？  

はい いいえ 

12 14 

 

「はい」と回答した人のうち、行った回数（日帰りを含む） 

1回 2回 3～5回 6～9回 10回以上 

5 4 1 1 1 

 

行った場所 

・北海道札幌市、阿寒湖、富良野 

・秋田県田沢湖 

・茨城県大洗 

・群馬県赤城山（峠） 

・埼玉、埼玉県秩父市 

・千葉県木更津 

・神奈川県横浜市、三浦市 

・石川 

・飛騨・高山 

・静岡県掛川市、浜松市 

・三重 
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・京都、京都府京都市 

・沖縄 

 

今回のフィールドワークを受け、スクリーンツーリズムを活かした町おこしに協力してみ

たいと思いましたか？  

はい いいえ 

21 5 

 

＜学観連について＞ 

これまで学観連の活動に何回参加したことがありますか。 

今回が初めて 2回 3回 4回以上 

6 8 2 10 

 

次回も学観連の他のプロジェクトに参加したいですか？  

はい いいえ 

26 0 

 

「はい」と回答した人のうち、最も参加したいもの（複数回答） 

・講演会（13人） 

・Attractive Japan Project（8人） 

・若旦那・若女将密着体験プロジェクト（8人） 

・日観振セミナー（7人） 

・無回答（4人） 

 

＜感想＞ 

フィールドワークに参加した感想をご自由にお書きください。 

・実際に現地に行くことで視野が広がった。 

・他大生との交流、意見交換がためになった。 

・とても勉強になった。 

・これからのイベントにも参加していきたい。 

・意識的にフィルムツーリズムに取り組めて勉強になった。 

・色々な場所を見られてよかった。 

・スクリーンツーリズムについて話し合えて良かった。 

・撮影をする雰囲気を感じられて良かった。 

・様々な班の人の意見を聞けて参考になった。 

・現地に行って見ることによって感じられる課題やわかる事があった。 
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・先輩の発表の仕方が参考になった。 

・これからの勉強に役立つ。 

・ワープステーション江戸、JAXAの見学時間が短かった。 

・楽しんで学ぶことができた。 

・フィルムツーリズムに興味を持った。 

・観光地、新しいツーリズムについて理解が深まった。 

・今回の経験を活かし、自分の住んでいる地域の魅力を引き出したい。 

・皆さんと参加できて楽しかった。 

・自分の知識のなさを実感させられ、勉強になった。 

・個人じゃなかなかできない体験をした。 

・実際に訪れて、楽しさとともに難しさも知った。 

・なかなか行けない茨城県に行けて良かった。 

・二日間楽しかった。 

・もう少し時間に余裕を持って計画した方が良かったと思う。 

・二日目は茨城の人も呼んで聞いていただいた方が良かった。 

 

学観連に対するご意見、ご要望等をご自由にお聞かせください。 

・これからも企画よろしくお願いします。 

・お疲れ様でした。 

・いつも楽しい企画を準備していただき、ありがとうございます。 

・一緒に頑張っていきましょう。 

・もう少しまとめられるといいと思いました。 

・また次の企画も参加したいと思います。 

・議論、話し合いという場が普段なかなか無いのでいい機会になった。 

・時間の正確性 

・企画大変だったと思いますが、楽しく観光を学べて嬉しかったです。 

 

＜総括＞ 

実際に体験したことはないがスクリーンツーリズムには興味がある、という参加者が多い。

加えてロケ地には行ったことがあるという回答者が多いことから、たとえロケ地を訪れた

としてもそれを“スクリーンツーリズム”と認識していなかったことや、ニューツーリズ

ムの手法としてスクリーンツーリズムがあることを認識していなかったことが推察される。

スクリーンツーリズムについて楽しく学べたという参加者の声が多く聞けたことから、今

回のフィールドワークの一番の狙いは達成できたのではないかと考える。 

 

2013/07/09 
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茨城フィールドワーク 

日本学生観光連盟 

 


